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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１） 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における世界経済の情勢を概観しますと、米国では個人消費は底堅く企

業業績も改善していることから、経済の拡大基調は持続し、欧州でも製造業に持ち直しの動きも見られ、

景気は緩やかに回復しています。新興国においては経済成長のペースは鈍化傾向にあります。世界経

済全体としては緩やかな回復となりました。なお、英国の EU 離脱問題や新興国のさらなる景気下振れリ

スク等により、世界経済の先行き不透明感は高まっております。 

日本経済におきましては、為替の急激な円高が進行しましたが、景気は緩やかな回復基調が続いてお

ります。 

当電子部品業界におきましては、主力のスマートフォン関連市場が金額ベースに加えて台数ベースで

も前年同期比で概ね横ばいに止まりました。しかしながら、車載・ヘルスケア・生活家電等の部品市場は

急激な成長が継続しており、電子部品市場全体としても、引き続き堅調な拡大が見込まれます。 

このような経営環境の下、当社グループにおきましては、スマートフォン関連製品や車載関連製品など

の受注は期初計画どおりに増加いたしましたが、アミューズメント関連製品の受注減少と為替の大幅な円

高進行により、当第２四半期連結累計期間の売上高は、772 億 6 千 5 百万円（前年同期比 92.3％）となり

ました。 

損益につきましても同様に円高の影響により、営業損失は 49 億 9 千 1 百万円（前年同期の営業損失

は 5 億 5 千万円）、経常損失は 83 億 5 千 5 百万円（前年同期の経常損失は 6 億 9 千 3 百万円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は 79 億 4 千 8 百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損

失は 12 億 4 千 6 百万円）となりました。 

 

 

当第２四半期連結累計期間における製品集計区分別の業績は、次のとおりであります。 

 

①半導体デバイス 

リチウムイオン二次電池用の半導体製品及びモジュール製品の受注が減少したことにより、売上高は

140 億 4 千 5 百万円（前年同期比 89.7％）となりました。 

 

②光デバイス 

カメラモジュールにつきまして、スマートフォン向け製品の受注は増加したことにより、売上高は29 億9

千 3 百万円（前年同期比 140.3％）となりました。 

 

③機構部品 

アミューズメント関連製品等の受注が減少したことにより、売上高は 356 億 7 千 2 百万円（前年同期比

86.4％）となりました。 

 

④高周波部品 

車載関連製品及び IP セットトップボックス等の受注が増加したことにより、売上高は 160 億 6 千 5 百

万円（前年同期比 112.0％）となりました。 

 

⑤電源部品 

主力であるアダプタ製品及び組込型電源製品の受注がいずれも減少したことにより、売上高は 84 億

8 千 7 百万円（前年同期比 82.9％）となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況    

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度に比べて 20 億 3 千 6 百万円増加し、1,647 億 6

千 1 百万円となりました。これは主として、現金及び預金が 113 億 3 百万円減少したものの、受取手形及び売

掛金が 49 億 2 千 6 百万円、たな卸資産が 53 億 4 千 2 百万円、有形固定資産が 33 億 4 千万円増加したこと

などによるものです。 

負債合計は、前連結会計年度に比べて 141 億 8 千 9 百万円増加し、826 億 3 千 4 百万円となりました。こ

れは主として、支払手形及び買掛金が 76 億 5 千 3 百万円、短期借入金が 91 億 8 千万円増加したことなどに

よるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度に比べて 121 億 5 千 2 百万円減少し、821 億 2 千 6 百万円となりました。

これは主として、利益剰余金が 79 億 4 千 8 百万円、為替換算調整勘定が 48 億 2 千 4 百万円減少したことな

どによるものです。 

以上の結果、当第２四半期連結会計期間における自己資本比率は、前連結会計年度に比べて 8.1 ポイン

ト減少し 49.8％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度より 91 億 8 千 2 百万円減

少し、284 億 9 千 5 百万円となりました。 

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況については、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

仕入債務の増加がありましたが、税金等調整前四半期純損失、売上債権の増加、たな卸資産の

増加などにより 99 億 5 千 4 百万円の支出（前年同期は 39 億 4 千 8 百万円の支出）となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

定期預金の払戻による収入がありましたが、有形固定資産の取得による支出などにより 66 億 1 千 7

百万円の支出（前年同期は 2 億 3 千万円の支出）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

短期借入金の増加などにより 94 億 9 千 9 百万円の収入（前年同期は 107 億 8 千 7 百万円の収入）

となりました。 

 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明    

当連結会計年度の連結業績予想につきましては、平成 28 年 11 月２日に公表いたしました「平成 29 年３

月期第２四半期累計期間連結業績予想値と実績値の差異及び通期連結業績予想の修正並びに営業外費

用（為替差損）の計上に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動    

該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用    

（税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

 

ミツミ電機株式会社 （6767） 平成29年３月期 第２四半期決算短信

3



 

 

 

 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第 32 号 平成 28 年 6 月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取

得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

(４) 追加情報 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28

日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

当社グループは、電気、通信機器の部品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象） 

当社は、ミネベア株式会社と平成 28 年 3 月 30 日に締結いたしました経営統合契約及び株式交換契約の効力発生

日の変更について協議いたしました。この協議の結果、当社は平成 28 年 10 月 12 日開催の取締役会にて、経営統

合契約及び株式交換契約の効力発生日を平成 29 年 3 月 17 日から平成 29 年 1 月 27 日に変更することについて決

議し、同日付で経営統合契約及び株式交換契約の修正覚書を締結いたしました。 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

当第２四半期連結累計期間における生産実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 生産高（百万円） 前年同四半期比（％） 

半導体デバイス 13,958 89.2 

光デバイス 3,056 143.6 

機構部品 35,875 85.3 

高周波部品 16,163 110.4 

電源部品 8,373 81.8 

合   計 77,426 91.4 

 

②受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

半導体デバイス 14,736 99.9 2,952 117.1 

光デバイス 3,540 245.3 647 189.1 

機構部品 40,229 94.8 9,398 154.9 

高周波部品 15,940 96.9 5,023 95.0 

電源部品 8,637 84.9 2,147 87.0 

合   計 83,084 97.5 20,170 120.9 

 

③販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 販売高（百万円） 前年同四半期比（％） 

半導体デバイス 14,045 89.7 

光デバイス 2,993 140.3 

機構部品 35,672 86.4 

高周波部品 16,065 112.0 

電源部品 8,487 82.9 

合   計 77,265 92.3 
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（２）海外売上高 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年９月 30 日）              （単位：百万円） 

   ア ジ ア 欧  州 北  米 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 46,651 1,419 3,917 51,988 

Ⅱ 連 結 売 上 高    83,683 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
55.7 1.7 4.7 62.1 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年９月 30 日）              （単位：百万円） 

   ア ジ ア 欧  州 北  米 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 47,393 1,498 3,418 52,309 

Ⅱ 連 結 売 上 高    77,265 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
61.3 2.0 4.4 67.7 
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